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☆
神
戸
の
集
い
か
ら

松
浦
直
己
の
詩
集
「
影
の
部
分
の
あ

る
研
究
」
の
出
版
を
祝
う
会
が
、
六
月

二
十
九
日
午
後
一
時
半
よ
り
、
兵
庫
県

民
会
館
二
階
で
開
か
れ
た
、
先
輩
、
友

人
、
子
弟
な
ど
五
十
人
が
集
ま
っ
た
。
デ

ィ
ラ
ン
・
ト
マ
ス
の
孫
訳
の
仕
事
を
数

多
く
出
版
し
た
松
浦
氏
の
処
女
詩
集
だ

が
、
足
立
巻
一
、
小
林
武
雄
、
伊
勢
田

史
郎
、
安
水
稔
和
、
君
本
昌
久
、
中
村

隆
、
藤
村
荘
、
三
木
康
弘
、
岡
見
裕
輔
、

福
井
久
子
、
杉
山
平
一
、
松
原
新
一
氏

な
ど
が
詩
集
へ
の
忌
た
ん
の
な
い
批

評
と
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
阿
木
五
郎
氏

の
朗
読
や
著
者
の
朗
読
も
あ
る
交
歓
風

景
だ
っ
た
。

園
松
浦
直
己
出
版
記
念
会
開
く

新
し
い
ス
タ
ッ
フ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
葉
ち
ゃ
ん

と
あ
き
ち
ゃ
ん
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

洋
酒
の
店
キ
ャ
ン
テ
イ

ハ
ゴ
ー
ロ
コ
中
一

玲醸稗識鎚議
､ …輔輔く

⑤
胃
帥
騨
冒
，
陸
⑦
＠
門
目
⑦
周

口
西
村
・
鴨
居
安
井
賞
受
賞
を
祝
う
会

安
井
賞
を
受
け
た
西
村
功
（
第
８
回
）

鴨
居
玲
（
第
吃
回
）
の
二
人
展
が
、
神

戸
新
聞
社
の
主
催
で
六
月
十
日
’
十
五

日
ま
で
、
大
丸
神
戸
店
六
階
催
物
会
場

で
開
か
れ
た
。
具
象
の
中
で
も
相
反
す

る
画
風
だ
が
〃
人
生
派
〃
を
み
ら
れ
る

二
人
の
絵
画
展
は
人
気
を
呼
ん
だ
。
こ

れ
を
機
に
神
戸
二
紀
会
は
記
念
パ
ー
テ

ィ
を
六
月
十
三
日
（
金
）
パ
ウ
リ
ス
タ

で
開
催
。
伊
藤
誠
氏
の
司
会
で
進
行
さ

れ
た
パ
ー
テ
ィ
は
当
日
サ
ン
テ
レ
ビ
に

出
演
の
た
め
途
中
か
ら
消
え
、
そ
の
間

テ
レ
ビ
出
演
の
姿
を
画
面
に
現
わ
し
、

ま
た
会
場
に
ト
ン
ボ
帰
り
し
た
二
人
に

拍
手
を
送
っ
た
。

E記

☆
ご
あ
い
さ
つ

も
う
す
っ
か
り
古
び
て
し
ま
い
ま
し
た

よ
ご
れ
も
目
立
っ
て
き
ま
し
た

そ
れ
は
私
の
悪
戦
苦
闘
の
跡
の
よ
う
に

か
く
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん

で
も
…
…
そ
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が

ど
ん
な
に
な
つ
か
し
い

貴
い
も
の
か

そ
し
て
今
頃
に
な
っ
て
や
っ
と

心
で
撫
で
て
み
る
の
で
す

五
年
ま
え

小
さ
な
掌
に
す
く
っ
た
水
も

皆
さ
ま
の
豊
か
な
い
た
わ
り
で
今
は

皮
袋
い
っ
ぱ
い
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
で
す

こ
ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

心
か
ら
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す

五
周
年
に
あ
た
っ
て

こ
の
喜
び
を
ご
あ
い
さ
つ
に
し
ま
す

き
れ
ん
日
七
月
一
一
十
一
日

キ
ャ
ン
テ
ィ

コ
ー
ナ
ー

晴
夫

１師

神
戸
・
生
田
区
北
長
狭
通
二
一
三

Ｔ
Ｅ
Ｌ
八
羽
Ｖ
３
０
６
０
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▲高速神戸駅

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル

諸
岡
博
熊
八
神
戸
市
企
画
局
調
査
部
副
主
幹
Ｖ

◆
陸
の
技
術
：
：
：
最
大
級
の
も
の
に
六

甲
山
に
自
動
車
用
、
鉄
道
用
の
二
大
ト

ン
ネ
ル
が
あ
る
。
自
動
車
ト
ン
ネ
ル
エ

事
の
ズ
リ
出
し
に
、
坑
道
内
に
直
接
普

通
の
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
を
乗
り
入
れ
（

普
通
は
ト
ロ
ッ
コ
）
運
搬
で
ズ
リ
出
し

を
行
な
っ
た
。

ま
た
、
こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
断
面
積
は

山
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
日
本
最
大
で
あ
る

鉄
道
ト
ン
ネ
ル
は
日
本
最
大
の
山
陽
新

幹
線
六
甲
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。
現
在
工

事
中
で
あ
る
が
、
堀
進
に
当
り
レ
ー
ザ

ー
光
線
を
使
用
し
て
施
工
速
度
を
た
か

め
た
。
（
ち
な
み
に
、
自
動
車
用
ト
ン

み
な
と
ま
ち
神
戸
の
技
術

句

六
月
二
十
八
日
は
貿
易
記
念
日
で
あ

っ
た
。
神
戸
っ
子
に
と
っ
て
、
貿
易
の

進
展
は
ま
ち
の
繁
栄
に
つ
な
が
っ
て
き

た
〃
み
な
と
祭
り
″
に
替
る
意
義
あ
る

日
で
あ
っ
た
。

わ
が
国
は
全
世
界
の
生
産
力
の
一
○

％
を
占
め
る
大
国
と
な
っ
て
い
る
の
で
、

神
戸
港
を
経
由
す
る
輸
出
入
や
資
本
取

引
の
自
由
化
な
ど
の
他
国
に
支
え
る
大

き
な
影
響
力
を
も
つ
国
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
知
る
と
と
も
に
、
そ
の
ほ
こ
り

と
責
任
を
自
覚
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

貿
易
と
は
、
①
モ
ノ
②
技
術
③

知
識
④
経
営
な
ど
の
総
合
力
、
と
く

に
自
由
化
は
〃
技
術
の
勝
負
〃
と
い
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
貿
易
を
支
え
る
技

術
商
品
や
港
湾
、
空
港
な
ど
の
受
け
入

れ
体
制
ｌ
港
湾
都
市
〃
神
戸
〃
に
ば

貿
易
の
拡
大
の
機
能
を
備
え
た
〃
運
輸

関
連
技
術
〃
が
必
要
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
本
誌
百
号
に
あ
た
り
、
神

戸
の
技
術
ｌ
試
み
ら
れ
た
り
、
育
っ

た
り
し
て
い
る
運
輸
関
連
の
技
術
の
上

面
を
垣
間
見
て
み
よ
う
。

◆
海
の
技
術
・
…
：
海
上
土
砂
運
搬
に
プ

ッ
シ
ャ
ー
バ
ー
ジ
方
式
を
開
発
。
海
上

コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
対
応
し
て
、
初
め
て

コ
ン
テ
ナ
ク
レ
ー
ン
を
ま
や
埠
頭
に
設

置
（
残
念
な
が
ら
技
術
導
入
）
・
民
間

で
は
吉
田
組
（
本
社
姫
路
市
）
が
、
世

界
最
大
の
フ
ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ク
レ
ー
ン

（
一
、
五
○
○
ト
ン
吊
り
）
を
建
造
し
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
工
事
の
ケ
ー
ソ
ン

据
付
け
に
活
躍
し
た
。
寄
神
海
事
（
本

社
神
戸
市
）
は
二
、
○
○
○
ト
ン
吊
り
の

海
上
ク
レ
ー
ン
を
発
注
中
。
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
は
、
神
戸
港
の
防
波
堤
外
の

軟
弱
地
盤
上
に
約
四
二
二
万
平
方
腕
の

ネ
ル
延
長
二
、
八
四
二
勝
、
鉄
道
用
ト

ン
ネ
ル
延
長
一
六
、
二
二
○
脱
）

高
速
鉄
道
（
私
鉄
の
相
互
乗
り
入

れ
）
建
設
工
事
に
当
り
、
電
圧
、
建
築

限
界
な
ど
の
相
違
点
を
技
術
的
に
解
決

し
わ
が
国
初
の
車
両
な
し
の
レ
ー
ル
貸

し
会
社
で
実
施
。

ま
た
、
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し

て
、
三
宮
駅
前
に
〃
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

″
を
建
設
、
横
断
地
下
道
と
付
属
店
舗

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
レ
ス
地
下
街
を
実
現
し

た
。

’
4０
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鍵蕊鑑溌鐸蕊湧蕊

穐拭･ 嵩

公
害
の
防
止
に
新
機
軸
を
実
施
し
た
。

港
湾
施
設
に
み
ら
れ
る
技
術
の
な
か

で
、
港
湾
内
連
絡
橋
建
設
が
特
異
、
フ

ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
一
ス

パ
ン
（
約
二
○
○
折
）
の
架
設
。
ち
な

み
に
、
ま
や
大
橋
は
斜
吊
り
橋
と
し
て

わ
が
国
初
。
工
事
中
の
神
戸
大
橋
は
、

ア
ー
チ
型
式
と
し
て
日
本
最
大
世
界
第

四
番
目
の
も
の
で
あ
る
。

鵜
識轄癖謹: i 5 盗蒋舗騨無群霞群蜂審壷

蕊

Ｘ･ ･ 託く虻

議議鍵鍵議 議蕊 謡; 輯；

ト アイランド

4１

◆
空
の
技
術
…
…
新
明
和
工
業
が
防
衛

庁
と
協
同
で
開
発
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｌ
性
能

飛
行
艇
Ｐ
Ｓ
１
が
あ
る
。
米
海
軍
か
ら

救
難
艇
と
し
て
購
入
引
き
合
わ
せ
中
。

こ
の
た
び
合
併
し
た
新
会
社
川
崎
重
工

業
は
バ
ー
ト
ル
型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
ラ

イ
セ
ン
ス
生
産
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

ロ
ー
タ
ー
（
回
転
翼
）
の
リ
ジ
ッ
ト
・

タ
イ
プ
（
剛
結
構
造
）
を
開
発
し
た
。

▲ベルトコンベアとプッシャーバージ

二
十
一
世
紀
の
港
湾
都
市
を
建
設
す
る

も
の
で
、
西
ド
イ
ツ
か
ら
マ
ル
ク
債
の

借
り
入
れ
成
功
で
、
世
界
中
の
注
目
を

浴
び
た
大
工
事
で
あ
る
。
と
く
に
、
南

側
防
波
護
岸
の
基
礎
工
事
は
大
阪
湾
で

は
最
大
水
深
下
の
ヘ
ド
ロ
唆
深
（
マ
イ

ナ
ス
約
三
○
脱
）
で
あ
る
。
バ
ー
ジ
に

よ
る
土
砂
運
搬
は
水
深
マ
イ
ナ
ス
一
脱

に
な
る
と
、
底
開
き
方
式
で
は
不
可
能

の
た
め
、
新
た
に
機
械
化
方
式
の
揚
土

機
を
開
発
し
た
。

背
山
か
ら
の
土
取
り
跡
地
は
住
宅
団

地
と
し
て
利
用
さ
れ
、
山
と
海
を
も
つ

港
湾
都
市
の
利
点
を
最
大
限
に
発
揮
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
山
地
の
砂
防
技
術

の
進
歩
と
市
街
地
内
の
土
砂
搬
出
方
法

の
開
発
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
も
の

す
な
わ
ち
、
市
中
運
搬
に
あ
た
り
、

地
下
式
、
高
架
式
の
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

を
利
用
、
河
中
に
ダ
ン
プ
カ
ー
専
用
通

路
を
設
け
た
り
し
て
、
交
通
の
混
雑
と

1灘I：
ムポ

△神戸商工
『

◆
そ
の
他
…
…
港
湾
都
市
の
貿
易
機
能

増
大
の
た
め
超
高
層
ビ
ル
〃
神
戸
商
工

貿
易
セ
ン
タ
ー
〃
が
工
事
中
。
こ
こ
で

は
Ｈ
型
鋼
の
加
工
・
組
立
技
術
や
耐
震

壁
構
造
な
ど
み
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。

貿易センター
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神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑳

兵
庫
運
河
ｌ
長
田
軸
の

流
通
取
引
拠
点
そ
の
３

兵庫運河沿いに、海陸に接点
をもつ流通センターが配置され
たとしたら、それにつながる物
資集散業務をマネージメントす
る取引センターが、ほしくなっ
てきます。
神戸には、従来、取引センタ
ーとしての、いわゆる卸売問屋
業務が、ほとんど存在しません
でした。
しかし、物資が港を中心とし

て活発に集散し、都市工業化し
た企業群による神戸独特の技術
加工された高度製品が、ぐんぐ
ん生産され、また、都市人口が
どんどん集積して、消費人口の
層が厚くなってきたとしたら、
物的取引業務が育つ基礎ができ
るわけです。
兵庫には、運河地区にぶら下
るかたちでたくさんの倉庫があ
りますが、これらが、これから
は流通倉庫化していくでしょ
う。
長田、兵庫地区には、ケミカ

ル物をはじめ、中小加工工業が
存在しています。
臨海から内陸にひろがる接点

である国鉄兵庫駅前の山陽電鉄
兵庫駅跡などは、この流通取引
センターの拠点が立地するのに
ふさわしい場所の一つです。

蕊蕊蕊

水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

4２

齢

写真左上

右上

下

国鉄兵庫駅南東倉庫群の並ぶトラ
ックターミナル
国鉄兵庫駅南西中小カロエエ場の点
在する工場地帯
山陽兵庫駅跡地流通取引センター
の立地条件をそなえている
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灘
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

野

蝿溌
施設が、その地区の性格づけと密

接な関係を持ちながら、発展と変化
をとげるとき、地区のシンボルとし
ての働きが強化されていきます。
まず古い歴史を持つＹＷＣＡ、

数多くの教室活動や宿泊施設とし
ての役割のうえに、家庭の力の枠を
越えて、しかも切実な問題となって
いる精薄児童のための施設を併設し
ました。図書館､ 動物園､ 児童会館、
各種学校群…ｅｔｃと、東神戸の中
心的な教育、文化ゾーンを形成して
いるこの王子公園附近の施設は、広
範囲な役割を広域的に果すのがふさ
わしくなってきているといえます。
また、前に紹介した六甲会館のよ
うに、神戸大学、外大等の学校をひ
かえる六甲登山口に位置して、若い
人々の宿舎として、又、勉強の場と
して、その特徴的な活動が注目され
ている施設もあります。

:？＃虻等匿

コ
ミ
ュ
ニ
ィ
テ
ィ
の
環
境
と
施
設
そ
の
２

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳

4３

古風な外観が、落着いた雰囲気を
つくり出しているＹＷＣＡと、新
しい生活と施設を含んで出発する
長田の市営住宅

鍵議議鍵灘：
ところが、従来このような活発な

働きをしている施設は、民間の、し
かもかなりの外国系のものが多いと
いう事実は気がかりでした。
その意味でも、このほど新設され

た、長田にある市営の「働く婦人の
家」は、その地区の性格や施設の内
容からも、待ち望まれた感じがしま
す。街中の高層市営住宅の一階部分
を開放してつくられている利用の便
利さからしても、その活躍が期待さ
れる施設の一つです。（高月昭子）

鍵灘鍵蕊蕊議蕊
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人間味あふれた
手づくりの美しさ…

信
と

伝統の店 店

インテリアの

②不二屋
4４神戸市生田区三宮町３丁目５番地

神戸（078)39-0535(代）
神戸市葺合区旭通１丁目１０番地
神戸市垂水区多聞町小東山9 7 5 ノ１

②ヨカ八三Ｊ
議鍵蕊鍵鍵議鍵議議議議議灘議蕊議議議議議蕊鍵議

ショールーム
<トア･ロード〉
葺合工場
小東山工場
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鯵ほんものの家具

§ ：侭哨唖宅ら蚤守Ｈｈ革
家具を使っていて少々ガタツ

ク、調子が悪いなど気にしない

向には、縁のない話だけれど、

いい加減な家具とほんものの家

具の差は決定的で使い込んで見

るほど良く分るものである。

良いデザイン､ 良い材料､ ハン

ドメイドの確かさ、当り前のこ

とばかりだが、それがそうでな

い家具の多い現在、ほんものの

家具をうたいたいわけがある。

皆さん、おもいきり上等のほ

んものの家具を手に入れよう、

う、それはあなたの生涯の友とまず自分のための一本のデスクからでも思い切って「ほんもの」を手に入れよう、
●●●●●

なり、あなたの心を満してくれるでしょう。

|nteria
画一一一

’rifune =<霊E茎船株式会社木工部 喬燕i 燕＞= －
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Ｈ厄Ｃ神
戸
出
身
の
映
画
人
が
、
い
ま
ど
の
く
ら
い
、
い
ま
す
か
。
こ

れ
が
御
註
文
。
と
こ
ろ
が
私
と
い
う
人
間
は
ど
う
も
人
の
身
の
上

●
●
●

の
こ
と
に
う
と
い
。
そ
れ
で
神
戸
出
身
の
大
事
な
お
人
を
お
っ
こ

と
す
か
も
し
れ
な
い
。
と
に
か
く
想
い
出
す
ま
ま
の
手
さ
ぐ
り
ノ

ー
ト
と
い
う
と
こ
ろ
。

さ
て
私
も
神
戸
。
そ
れ
で
宝
塚
温
泉
が
近
い
。
そ
れ
で
父
が
風

呂
好
き
で
、
私
は
小
さ
い
と
き
か
ら
よ
く
あ
そ
こ
へ
行
っ
た
。
つ

い
で
に
少
女
お
と
ぎ
歌
劇
と
い
う
の
を
ダ
ダ
で
見
せ
て
も
ら
っ
て

く
る
。
天
津
乙
女
と
い
う
少
女
が
牛
若
丸
か
な
に
か
に
扮
し
た
り

し
て
面
白
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
私
の
中
学
生
の
こ
ろ
に
な
る
と
、

宝
塚
歌
劇
の
ほ
う
も
進
歩
し
て
（
モ
ン
・
パ
リ
）
や
（
パ
リ
ゼ
ッ

ト
）
と
い
う
ハ
イ
カ
ラ
な
出
し
も
の
に
な
り
、
草
笛
だ
と
か
ク
レ

ナ
イ
だ
と
か
美
人
ぞ
ろ
い
に
な
っ
て
一
一
キ
ビ
時
代
の
私
は
い
い
気

分
に
な
っ
た
。
そ
し
て
つ
い
に
私
が
見
染
め
た
の
が
…
初
音
礼
子

と
い
う
喜
劇
ス
タ
ー
で
あ
っ
た
。
ガ
ア
ガ
ア
声
で
全
身
か
ら
声
を

竜■藷諺 ■
■
■
■
■
、
■
■
■

映画・神戸人
一

霞＝

■

■■

■■
映画評論家

一

淀 川長治

ふ
り
し
ぼ
る
そ
の
熱
演
に
感
心
し
た
。
そ
れ
に
オ
モ
ロ
イ
兄
チ
ャ

ン
役
が
う
ま
く
、
私
は
こ
の
初
音
礼
子
を
見
る
た
め
に
宝
塚
に
馳

け
つ
け
た
。
こ
の
彼
女
が
神
戸
生
れ
で
あ
る
。

も
う
い
い
オ
バ
ハ
ン
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
い
ま
で
も
映
画
や

テ
レ
ビ
に
出
て
い
る
と
思
う
が
、
私
は
今
は
そ
の
彼
女
を
あ
ん
ま

り
見
て
い
な
い
。
と
い
う
の
も
あ
の
こ
ろ
の
初
恋
を
大
切
に
し
ま

っ
て
お
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。

神
戸
は
宝
塚
に
近
く
、
そ
れ
で
縁
も
深
い
。
八
千
草
薫
、
春
日

野
八
千
代
、
高
千
穂
ひ
づ
る
、
こ
の
ヅ
カ
ガ
ー
ル
出
身
は
み
ん
な

神
戸
産
。
な
る
ほ
ど
そ
の
顔
だ
ち
は
神
戸
っ
子
美
人
で
あ
る
。

男
で
は
…
…
ボ
ン
が
い
る
。
奈
良
の
大
仏
が
ニ
ン
マ
リ
笑
っ
た

よ
う
な
高
島
忠
夫
の
顔
は
、
や
っ
ぱ
り
神
戸
産
の
顔
で
あ
る
。
こ

の
人
は
た
し
か
一
中
で
あ
る
。
私
が
三
中
で
彼
が
一
中
と
い
う
こ

と
で
、
ひ
が
ん
だ
。
な
ん
せ
一
中
は
秀
才
ぞ
ろ
い
の
名
門
校
だ
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
彼
は
関
西
学
院
へ
進
ん
だ
。
こ
の
あ
い
だ

そ
の
高
島
忠
夫
に
逢
っ
て
、
こ
う
い
っ
た
。
「
あ
ん
た
、
関
西
学

院
の
マ
ー
ク
知
っ
て
ま
っ
か
」
「
三
日
月
で
つ
し
や
な
い
か
」

「
ち
が
う
が
な
、
あ
れ
は
テ
イ
ノ
オ
の
ノ
オ
の
ノ
の
字
や
」
。
関
学

の
人
に
は
え
ら
い
悪
い
け
ど
、
こ
れ
で
、
こ
の
悪
い
冗
談
で
、
中

学
生
の
私
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
ど
う
や
ら
ご
ま
か
し
た
。

こ
の
高
島
忠
夫
は
、
私
の
〃
サ
ョ
ナ
ラ
〃
の
ま
ね
が
と
て
も
巧

い
。
い
つ
だ
っ
た
か
、
私
の
ま
え
で
や
っ
て
見
せ
て
と
い
っ
て
み

た
。
「
そ
ん
な
ら
、
や
り
ま
っ
せ
」
と
彼
は
私
の
目
の
前
で
シ

●
●

ヤ
ー
シ
ャ
ー
と
や
り
お
っ
た
。
「
あ
あ
、
私
よ
り
、
私
に
に
て
ま

す
」
と
私
は
感
心
し
た
。

こ
の
高
島
忠
夫
の
奥
さ
ん
の
寿
美
花
代
も
西
宮
の
生
れ
。
そ
れ

で
こ
の
お
二
人
の
日
常
会
話
は
「
ほ
な
、
行
っ
て
く
る
で
ご

「
あ
ん
た
、
早
よ
帰
ら
な
あ
き
ま
へ
ん
で
ご
こ
ん
な
調
子
か
な
？

と
こ
ろ
で
志
村
喬
の
顔
を
見
て
い
る
と
兵
庫
の
風
が
や
わ
ら
か

く
吹
く
み
た
い
に
兵
庫
的
で
あ
る
。
こ
の
お
人
も
神
戸
産
で
し
た

ガ
ラ
ガ
ラ
声
の
、
こ
わ
い
オ
ッ
サ
ン
の
上
田
吉
二
郎
。
こ
の
お

人
も
神
戸
生
れ
。
逢
え
ば
猫
み
た
い
に
や
さ
し
い
オ
ヂ
イ
サ
マ
で

あ
る
。森

繁
久
弥
が
兵
庫
生
れ
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

盛撫

、<41＞

１
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森
繁
久
弥

憩
蕊
蕊
驚
謎
驚
欝
：

た
し
か
に
、
あ
の
目
は
兵
庫
の
目
で
あ
る
。

タ
バ
コ
を
口
か
ら
離
さ
ぬ
市
川
毘
監
督
は
三
重
県
生
れ
だ
が
、

彼
の
奥
ガ
タ
の
あ
の
才
女
の
和
田
夏
十
夫
人
は
姫
路
生
れ
。
そ
れ

で
私
と
あ
わ
せ
て
三
人
で
し
ゃ
べ
る
と
関
西
ベ
ン
の
洪
水
と
な
る

●
●

「
そ
や
か
て
、
ど
だ
い
わ
や
や
、
あ
ん
ま
り
ガ
ラ
が
悪
い
や
お
ま

へ
ん
か
」
・
こ
れ
は
三
人
で
最
近
の
日
本
映
画
を
し
ゃ
べ
っ
て
い

る
と
き
の
一
瞬
の
コ
ト
バ
・
ス
ケ
ッ
チ
。

さ
て
今
は
亡
き
溝
口
健
二
監
督
が
、
東
京
生
れ
と
は
い
え
、
そ

の
若
き
こ
ろ
、
神
戸
の
ま
た
、
又
新
日
報
づ
と
め
で
あ
っ
た
と
は

い
嬉
し
い
、
大
正
八
年
の
こ
ろ
で
あ
る
。

勝
本
家
の
柳
川
真
一
、
監
督
の
中
川
信
夫
、
そ
れ
か
ら
マ
キ
ノ

高
島
忠
夫
・
寿
美
花
代
夫
妻

映
画
の
「
浪
人
街
」
や
日
活
の
「
海
を
渡
る
祭
礼
」
や
東
宝
の

「
鶴
八
鶴
次
郎
」
を
と
っ
た
名
キ
ャ
メ
ラ
マ
ン
の
石
本
秀
雄
も
神

戸
生
れ
：
．
と
い
い
出
す
と
話
が
古
く
な
る
。
今
は
亡
き
筈
見
恒
夫

も
東
京
生
れ
で
は
あ
っ
た
が
、
若
き
こ
ろ
神
戸
で
〃
キ
ネ
マ
・
ニ

ュ
ー
ス
〃
と
い
う
旬
報
ス
タ
イ
ル
の
映
画
誌
を
編
集
し
た
の
が
映

画
人
生
の
ス
タ
ー
ト
。
あ
あ
も
う
一
人
、
三
隅
研
次
監
督
も
生
れ

は
神
戸
。

い
ち
ば
ん
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
須
磨
の
ラ
ヂ
オ
関
西
の
私
の
番

組
〃
映
画
へ
の
招
待
″
の
係
り
の
厨
子
忠
純
と
の
お
人
が
生
れ
が

オ
タ
ビ
シ
ョ
ス
ヂ
。
す
る
と
西
柳
原
生
れ
の
私
と
は
目
と
鼻
。
思

わ
ず
ヘ
ー
ッ
と
三
分
間
そ
の
お
人
の
顔
を
見
と
れ
て
し
ま
っ
た
。

春
日
野
八
千
代

’
4７
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> 舛幹C 曙

「
遥
か
な
り
墓
標
」
と
い
う
本
を
、
六
月
十
日
に
発
売
し
た
。

神
戸
新
報
社
と
い
う
、
神
戸
の
小
さ
な
出
版
社
か
ら
で
あ
る
。
内

容
も
地
味
な
も
の
で
、
但
馬
の
高
橋
村
が
満
州
へ
分
村
し
て
、
開

拓
を
す
る
と
い
う
話
。
異
常
な
の
は
、
敗
戦
後
の
二
日
目
に
、
団

員
約
四
百
名
が
ホ
ラ
ン
河
に
集
団
自
決
し
た
こ
と
だ
。

五
年
前
に
こ
の
話
を
聞
き
、
い
や
が
る
人
た
ち
を
説
き
伏
せ
て
、

記
録
を
取
っ
て
歩
い
た
。
神
戸
か
ら
高
橋
（
現
但
東
町
）
ま
で
は
、

往
復
だ
け
で
も
、
二
日
か
か
る
。
十
数
回
、
よ
く
飽
き
も
し
な
い

で
、
通
っ
た
と
思
う
。

こ
の
話
を
、
「
小
説
・
分
村
高
橋
郷
」
と
し
て
、
「
経
営
と
生

活
」
と
い
う
農
業
雑
誌
に
、
二
年
ほ
ど
毎
月
発
表
し
た
。
反
響
は

た
だ
の
一
声
も
な
い
。
そ
れ
を
、
神
戸
新
報
社
が
単
行
本
に
す
る

と
い
う
の
で
、
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
削
っ
た
り
、
増
補
し
た
り

し
て
、
一
冊
分
に
ま
と
め
あ
げ
た
。
こ
ん
な
本
に
目
を
つ
け
た
出

版
社
は
気
の
毒
で
あ
る
と
は
思
い
な
が
ら
も
、
作
家
と
し
て
、
自

分
の
作
品
が
本
に
な
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
だ
か
ら
、
０
．
Ｋ
し
た

わ
け
だ
。

こ
の
出
版
社
は
、
旬
刊
で
「
神
戸
新
報
」
と
い
う
生
真
面
目
な

タ
ブ
ロ
イ
ド
の
新
聞
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
新
聞
に
、
「
遥
か
な

り
墓
標
」
の
広
告
が
出
た
。
そ
れ
を
見
て
、
朝
日
新
聞
の
神
戸
支

局
か
ら
電
話
が
か
か
り
、
く
わ
し
い
話
を
聞
き
た
い
が
、
伺
っ
て

も
よ
い
か
、
と
い
う
わ
け
だ
。
そ
ん
な
オ
ソ
し
多
い
こ
と
は
：
…
．

と
い
う
こ
と
で
、
ヒ
マ
な
私
は
の
こ
の
こ
支
局
へ
出
か
け
て
い
っ

て
、
本
の
内
容
を
話
し
た
。

し

承

蕊蕊

ン
淵
”
妙
討

: ､ 誕羊目霊域韓織“

亀hｄ

春
木
一
夫

エ
ー
フ
イ
‐
。
ｖ
ト
ニ

ナ
リ
マ
シ
タ
／

こ
の
記
事
が
、
朝
日
の
本
版
に
出
た
。
今
日
、
読
売
の
市
内
版

に
の
っ
た
。
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
、
神
戸
新
聞
の

「
正
平
調
」
に
掲
載
さ
れ
た
．

新
聞
の
威
力
と
い
う
も
の
は
、
大
変
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
、
こ
の
時
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
。
新
聞
に
の

っ
た
翌
日
か
ら
、
私
は
朝
早
く
よ
り
叩
き
起
こ
さ
れ
る
。
三
日
ほ

ど
は
、
電
話
が
鳴
り
っ
放
し
だ
。
そ
こ
へ
、
色
ん
な
人
が
会
い
に

く
る
。
私
は
く
た
く
た
に
な
っ
た
。
好
き
な
酒
も
呑
む
ヒ
マ
も
な

い
。
い
わ
ん
や
、
原
稿
を
書
け
る
よ
う
な
環
境
で
は
な
く
な
っ
た
。

と
は
い
う
も
の
の
、
原
稿
を
書
か
ね
ば
、
メ
シ
は
く
え
な
い
。

連
載
物
も
あ
る
。
エ
ラ
イ
コ
ト
ニ
ナ
ッ
タ
と
思
っ
た
が
、
仕
方
が

な
い
。
こ
の
際
が
ん
張
ら
ね
ば
と
、
ダ
ラ
ケ
精
神
に
ム
チ
打
ち
懸

命
に
働
い
た
。
幸
い
、
か
ら
だ
に
は
自
信
が
あ
る
。
少
年
時
代
よ

り
、
剣
道
で
鍛
え
ら
れ
、
軍
隊
で
は
死
ぬ
ほ
ど
シ
ゴ
か
れ
た
か
ら

だ
。本

が
店
頭
に
出
る
と
、
ま
た
状
況
が
変
っ
て
き
た
。
た
く
さ
ん

の
人
か
ら
激
励
が
く
る
。
一
冊
買
っ
た
友
人
や
知
人
が
口
コ
ミ
で

宣
伝
し
て
く
れ
る
。

、

当
初
、
こ
ん
な
固
い
本
が
売
れ
る
の
か
し
ら
と
思
っ
て
い
た
の

に
、
出
版
社
の
倉
庫
で
は
、
毎
日
の
よ
う
に
、
そ
の
山
が
へ
っ
て

い
く
。
嬉
し
い
よ
う
な
、
お
そ
ろ
し
い
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
。

書
く
こ
と
の
責
任
を
、
い
よ
い
よ
痛
感
し
た
次
第
で
あ
る
。

発
売
後
二
週
間
目
に
、
但
馬
文
教
府
で
、
出
版
記
念
講
演
会
を

開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
大
先
輩
の
坂
井
副
知
事
と
神
戸
新
聞
の
畑

’
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プ
（
》
Ｏ劇

的
だ
っ
た
の
は
、
開
拓
団
長
の
〃
オ
ワ
ビ
〃
だ
っ
た
。
団
長

の
説
得
で
参
加
し
た
団
員
も
、
少
な
く
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
の
点

に
、
息
子
さ
ん
と
し
て
も
、
責
任
を
感
じ
た
に
違
い
な
い
。

『
オ
ヤ
ジ
は
私
情
な
ど
み
じ
ん
も
な
い
人
間
で
し
た
。
し
か
し
、

団
長
と
し
て
、
み
ん
な
に
と
ん
で
も
な
い
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た

点
、
い
ま
こ
の
席
を
か
り
て
へ
深
く
深
く
お
わ
び
さ
せ
て
い
た
だ

主
筆
が
、
同
行
、
し
か
も

私
と
一
緒
に
講
演
し
て
く

だ
さ
る
と
い
う
。
全
く
、

あ
り
が
た
い
や
ら
、
恐
縮

し
た
が
、
計
画
は
す
で
に
、

私
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
断

わ
り
よ
う
も
な
い
。

二
十
五
日
の
講
演
会
の

模
様
に
つ
い
て
は
、
畑
さ

ん
に
「
論
説
記
者
の
目
」

と
い
う
神
戸
新
聞
の
欄
で

書
い
て
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
綾
説
す
る
必
要
は

な
い
。
驚
い
た
の
は
、
朝

日
新
聞
の
松
本
論
説
委

員
、
重
森
神
戸
支
局
長
さ

ん
ら
が
、
会
場
に
顔
を
見

せ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
、
会
が
終
り
か
け

た
時
、
開
拓
団
長
の
息
子

さ
ん
が
指
名
さ
れ
、
立
ち

上
が
っ
た
時
、
ハ
プ
ニ
ン

グ
が
起
こ
っ
た
こ
と
だ
。

そ
の
模
様
を
、
畑
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

き
ま
す
』

こ
の
人
は
、
戦
後
、
い

か
な
る
会
合
に
も
出
な
か

っ
た
と
述
べ
て
い
た
。
公

け
の
会
合
に
は
、
今
日
出

た
の
が
初
め
て
だ
と
い

う
。
「
声
涙
と
も
に
下
る

氏
の
で
、
短
い
発
言
な
の

木
に
、
不
思
議
と
長
い
時
間

春
に
感
じ
ら
れ
た
。
だ
が
、

霊
こ
れ
で
、
息
子
さ
ん
自
身

演
も
ホ
ッ
と
さ
れ
た
の
で
は

蕊
な
か
ろ
う
か
。
い
ま
ま
で

準
二
十
余
年
間
、
お
そ
ら
く

癖
〃
正
式
の
オ
ワ
ピ
場
所
″

出
と
い
っ
た
機
会
は
な
か

椎
っ
た
だ
ろ
う
ｏ
そ
れ
を

静
用
意
し
た
だ
け
で
も
、
春

で
木
さ
ん
は
身
に
余
る
小
説

嘩
家
冥
利
と
思
っ
た
。
旧
高

▲
橋
村
に
も
、
戦
前
と
同
じ

わ
だ
か
ま
り
の
な
さ
が
戻

っ
て
く
る
だ
ろ
う
」

畑
さ
ん
は
、
最
後
の
方

で
こ
の
よ
う
に
も
述
べ
て

い
る
。二

十
九
日
の
神
戸
新
聞

で
は
、
私
の
本
が
ベ
ス
ト

、
、
変
な
こ
と
に
な
っ
た
と
、

亀
八
作
家
Ｖ

☆
七
月
二
十
六
日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
ニ
階
大
ホ
ー
ル
で
春
木

氏
の
「
出
版
記
念
講
演
会
」
の
ご
報
告
と
増
版
祝
賀
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
。
ま
っ
た
く
、

今
で
も
戸
惑
っ
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

’
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が
一
斉
に
手
を
休
め
ス
ピ
ー
カ
ー
の

文
し
、
送
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
が

折
悪
く
金
曜
日
の
た
め
、
こ
の
町
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
四
日
程
も
滞
在
を
余
議
な
く

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で

「
ア
ナ
タ
日
本
人
デ
ス
カ
」
と
若
い

ア
メ
リ
カ
女
性
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。

そ
の
女
性
は
こ
の
町
の
病
院
で
働
い
て

い
る
日
本
人
医
師
の
奥
さ
ん
で
、
そ
の

家
庭
に
招
か
れ
た
。
夜
、
こ
の
町
に
住

ん
で
い
る
日
本
人
全
員
（
と
い
っ
て
も

三
人
）
が
「
久
し
ぶ
り
に
日
本
の
ニ
ュ

雨
の
中
三
○
分
も
待
っ
た
で
あ
ろ
う

か
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
が
停
っ
て
く
れ
た

運
転
手
の
青
年
に
拝
み
た
お
し
て
オ
ー

ト
バ
イ
を
積
ん
で
も
ら
っ
た
。
ワ
イ
オ

ミ
ン
グ
か
ら
休
暇
で
ア
ル
バ
ニ
ー
に
帰

る
途
中
の
こ
の
青
年
は
二
日
半
の
運
転

で
疲
れ
切
っ
て
い
た
の
で
、
運
転
を
交

代
し
て
ア
ル
バ
ー
ー
ー
に
向
っ
た
。
デ
ィ

ラ
ー
に
は
パ
ー
ツ
が
な
く
、
フ
ィ
ア
デ

ル
フ
ィ
ア
の
ヤ
マ
ハ
エ
場
ま
で
電
話
注

●T r y y o u r c h a n c e

オートバイ旅行記( 4 )
大迫嘉昭

ユ
ー
ス
を
楽
し
み
に
集
っ
た

前
に
集
ま
っ
て
、
そ
の
日
は
皆
仕
事
が

手
に
つ
か
な
か
っ
た
。
続
い
て
「
死
亡
」

の
ニ
ュ
ー
ス
と
共
に
、
遺
体
が
ニ
ュ
ー

初
は
自
分
の
英
語
力
不
足
で
間
違
い
し

員 中
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
流
し
て
い
た
ラ

ジ
オ
が
、
突
然
音
楽
を
止
め
「
ケ
ネ
デ

イ
射
る
」
の
ニ
ュ
ー
ス
を
流
し
た
。
最

た
の
だ
ろ
う
と
思
っ

一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
に
着
い
た
。
ロ
ス
を
出

発
以
来
二
週
間
目
、
実
走
十
日
、
五
千

キ
ロ
で
あ
っ
た
。

人
に
私
が
聞
く
と
い

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

中
の
最
も
長
い
米
国
滞
在
者
で
認

－
ス
が
聞
け
る
」
と
医
師
宅
に
集
っ
て

き
た
が
、
三
年
半
と
い
う
の
が
彼
ら
の

理
完
成
ま
で
こ
の
家
で
世
話
に
な
り
、

の
最
新
一
一

へ
行
く
こ
と
に
し
た
。

発ツく上洪ル
日パ、、水と
まヘヨ蒸、人

そ
の
日
工
場
で
オ
ー
ト
バ
イ
を
点
検

ク
は
高

う
反
対
の
立
場
に

オ
ー
ト
バ
イ
の
修

て
い
た
が
、

飛ぶように売れるケネディバッヂ

ヤノレでのＩしそ車層ヨいた
マフフ出口署ののビ１、ロ 広

作
業

イ
ア
デ

ィ
ア
の

ハ
エ
場

々
、
と
し

ス
ル
垂
唾

テ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
聖
パ
ト
リ
ッ
ク
寺
院
に
運
ば

れ
て
く
る
こ
と
が
知
ら
さ
れ
た
。
ロ
バ

ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
氏
に
は
気
の
毒
だ

が
、
二
度
と
こ
ん
な
大
事
件
に
遭
遇
す

る
こ
と
は
あ
る
ま
い
と
、
急
ぎ
ニ
ュ
ー

ョ
ー
ク
ヘ
向
っ
た
。
そ
の
日
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
中
が
重
々
し
い
空
気
に
包
ま
れ

何
か
気
分
が
ス
カ
ッ
と
し
な
か
っ
た
。

ガ
ソ
リ
ン
を
入
れ
に
い
っ
て
も
、
ス
タ

ン
ド
員
は
Ｔ
Ｖ
に
か
じ
り
つ
い
て
出
て

こ
な
い
の
で
、
オ
ー
ト
バ
イ
そ
っ
ち
の

け
で
、
私
も
一
諸
に
な
っ
て
何
時
間
も

観
て
い
た
。
車
と
い
う
車
は
喪
に
服
す

る
た
め
昼
間
も
ラ
イ
ト
を
つ
け
て
走
っ

て
い
た
。
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ナ
ン
バ

ー
の
私
の
オ
ー
ト
バ
イ
を
見
て
あ
る
男

が
「
ガ
ッ
デ
ム
／
（
こ
の
野
郎
）
お
前

や

の
州
の
奴
が
殺
っ
た
の
か
」
と
冗
談
で

い
っ
た
が
、
私
に
は
冗
談
に
取
れ
な
か

っ
た
。葬

式
の
日
は
涼
し
い
日
で
あ
っ
た
。

朝
か
ら
寺
院
の
前
は
見
動
き
出
来
ぬ
人

出
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
、

ニ
ク
ソ
ン
、
ジ
ャ
ッ
ク
リ
ー
ヌ
夫
人
、

ケ
ネ
デ
ィ
の
遺
児
達
の
顔
も
見
え
た
。

ど
こ
の
国
で
も
同
じ
こ
と
で
、
他
人
の

不
幸
で
金
儲
け
し
て
い
る
者
が
い
る
も

の
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
の
写
真
入
り
の

バ
ッ
ヂ
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
た
。

翌
日
、
リ
ス
ボ
ン
へ
向
け
出
航
。
九

百
余
名
の
船
客
中
、
日
本
人
は
私
一
人

で
何
か
に
つ
け
注
目
の
的
に
な
り
、
疲

れ
る
船
旅
に
な
っ
た
が
、
豪
華
船
の
毎

夜
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
の
気
分
は
日
本

で
は
味
わ
え
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
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記 3９ 戎雪”

１
５２

１

銀
ち
ゃ
ん
〃
欠
陥
車
″
製
作
中
姉
チ
ェ
リ
ー
（
中
）
金
ち
ゃ
ん

わが家で育ったチンパン画碓
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蕊

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
生
時
標
準
体
重
一
八
○
○
グ
ラ
ム
に
一
キ
ロ
も

少
な
い
、
た
っ
た
八
○
○
グ
ラ
ム
の
未
熟
児
だ
っ
た
チ
ェ
リ
ー
ら

三
児
は
オ
リ
の
中
で
生
ま
れ
た
時
か
ら
、
わ
が
家
に
ひ
き
と
ら
れ

る
運
命
に
あ
っ
た
。

灘
蕊
灘
癖
灘
議
蕊

１
５３

１

育
児
を
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

〔
生
後
三
○
分
〕
仮
死
状
態
の
双
児
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
を
哨
育
箱

に
入
れ
、
自
宅
に
連
れ
帰
る
。
ミ
イ
ラ
の
よ
う
な
未
熟
児
は
、
お

ど
り
こ
（
大
泉
門
）
が
容
易
に
わ
か
り
頭
は
つ
ぶ
れ
そ
う
に
や
わ

ら
か
い
。
新
生
児
特
有
の
腹
式
呼
吸
も
時
折
り
、
リ
ズ
ム
を
み
だ

し
呼
吸
マ
ヒ
が
起
き
る
。
こ
の
た
め
酸
素
吸
入
を
続
け
る
。

〔
生
後
五
日
〕
や
っ
と
乳
首
を
吸
い
は
じ
め
た
が
人
工
ミ
ル
ク

が
な
じ
ま
ず
激
し
い
下
痢
に
な
や
ま
さ
れ
る
。

〔
生
後
五
日
〕
五
○
グ
ラ
ム
小
さ
い
〃
金
〃
が
三
度
目
の
強
い

呼
吸
マ
ヒ
。
危
篤
に
お
ち
い
っ
た
が
、
折
悪
し
く
酸
素
ボ
ン
ベ
か

ら
。
必
死
の
人
工
呼
吸
と
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ
。
午
前
二
時
、
酸
素

会
社
へ
深
夜
の
町
を
走
っ
た
。

果
し
て
育
つ
だ
ろ
う
か
責
任
と
不
安
が
身
を
し
め
つ
け
る
。
し

か
し
私
た
ち
一
家
の
努
力
は
む
だ
で
は
な
か
っ
た
。

〔
生
後
一
カ
月
〕
体
重
は
生
時
の
二
倍
に
成
長
。

〔
生
後
二
カ
月
〕
瞬
目
反
射
、
動
く
物
を
追
う
、
つ
ま
り
目
が

見
え
は
じ
め
た
。

〔
生
後
三
カ
月
〕
下
顎
第
一
門
歯
か
ら
ヒ
ト
の
赤
ち
ゃ
ん
と
全

く
同
じ
順
序
で
乳
歯
生
え
は
じ
め
る
。
そ
の
頃
、
銀
ち
ゃ
ん
が
〃

ソ
ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ヤ
〃
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

〔
生
後
五
カ
月
〕
や
っ
と
腹
ば
い
を
は
じ
め
た
こ
ろ
バ
ン
ド
の

効
果
が
あ
っ
て
銀
の
〃
ヘ
ル
ニ
ヤ
〃
ほ
と
ん
ど
回
復
。

〔
生
後
一
年
二
カ
月
〕
乳
歯
二
十
枚
生
え
そ
ろ
っ
た
が
離
乳
に

一
苦
労
。
ウ
ド
ン
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
タ
ク
ア
ン
が
大
好
物
。

、
０
恥
’
興
恥
浄
軸

鷺

聯
母
親
の
マ
コ
は
日
本
初
の
出
産
と
さ
わ
が
れ
た
長
男
（
一
八
五

○
グ
ラ
ム
）
を
生
後
二
日
で
死
な
せ
て
い
た
か
ら
だ
。

当
時
わ
が
国
で
は
一
度
も
育
っ
た
例
が
な
く
二
産
目
の
チ
ェ
リ

ー
も
、
三
産
目
の
双
児
も
助
け
た
い
。
つ
い
に
意
を
決
し
て
人
工

毎
夜
こ
う
し
た
育
児
日
記
を
記
す
と
ヒ
ザ
元
で
、
じ
っ
と
見
つ

め
て
い
た
姉
チ
ェ
リ
ー
が
、
あ
る
日
、
大
発
見
を
し
た
。

私
の
い
な
い
机
に
あ
が
り
こ
ん
で
、
エ
ン
ピ
ッ
片
手
に
線
を
引

き
だ
し
た
の
だ
。
ぎ
ゅ
っ
と
押
さ
え
動
か
す
と
黒
い
線
が
残
る
。

そ
の
筆
跡
に
大
変
な
興
味
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
姉
チ
ェ
リ
ー
が
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引
く
そ
の
線
を
〃
金
〃
と
〃
銀
″
と
が
頭
を
つ
き
あ
わ
せ
目
を
キ

ラ
キ
ラ
、
エ
ン
ピ
ッ
の
あ
と
を
追
っ
て
い
た
。

ミ
ミ
ズ
が
は
っ
た
あ
と
の
よ
う
に
意
味
の
な
い
線
ば
か
り
だ
が

私
は
一
度
も
教
え
た
こ
と
も
な
い
。
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
が
こ
れ
だ
け

蕊鶏

一
一
、
弄
騨
叫
咽
弾
淳
斜
蒋
認

。
。
‐
”
Ｄ
‐
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ｑ
帝
■
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◇
■
。
■
・
・
■
と
、
ｆ
訴
設
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区＃

鰯

の
こ
と
を
自
然
の
う
ち
に
自
分
で
覚
え
る
と
は
、
夢
に
も
考
え
て

い
な
か
っ
た
。
チ
ェ
リ
ー
が
や
め
る
と
〃
金
〃
と
〃
銀
″
が
交
代

で
エ
ン
ピ
ッ
を
ぷ
さ
い
く
に
握
り
し
め
、
け
ん
め
い
に
線
を
引
こ

う
と
す
る
。
い
く
ら
呼
ん
で
も
三
児
は
見
向
き
も
し
な
い
の
だ
。

よ
し
、
ひ
と
つ
こ
の
〃
天
才
ぶ
り
〃
を
の
ば
さ
な
く
て
は
と
〃

ら
く
が
き
〃
だ
け
は
叱
る
こ
と
な
く
全
く
自
由
に
さ
せ
る
こ
と
に

し
た
。
最
初
は
チ
ョ
ン
チ
ョ
ン
と
上
下
に
た
た
く
よ
う
な
も
の
が

次
第
に
ョ
コ
な
ぐ
り
の
早
い
な
ぐ
り
書
き
の
線
を
引
く
、
そ
の
線

は
手
の
ヒ
ジ
が
中
心
に
な
っ
て
僅
か
に
半
円
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
三
児
の
知
恵
は
更
に
進
ん
だ
。
無
意
味
に
手
早
く
ヨ

コ
の
線
ば
か
り
だ
っ
た
の
が
、
次
第
に
ゆ
っ
く
り
と
手
先
を
動
か

せ
、
そ
の
線
は
斜
め
か
ら
タ
テ
の
線
を
引
く
。
そ
し
て
、
そ
の
線

が
自
分
の
思
う
方
向
に
引
け
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ

き
大
発
見
だ
っ
た
。

あ
る
日
、
ソ
ロ
リ
ソ
ロ
リ
引
く
姉
チ
ェ
リ
ー
四
才
の
手
が
画
用

紙
の
プ
チ
に
そ
っ
て
け
ん
め
い
に
長
い
線
を
引
く
の
を
見
た
。
そ

の
線
は
プ
チ
か
ら
は
ず
れ
る
と
、
ま
た
戻
っ
て
い
る
の
だ
。
ま
た

同
じ
線
の
上
に
そ
っ
て
重
ね
書
き
を
す
る
。

そ
し
て
タ
テ
、
ョ
．
、
斜
め
と
自
由
に
書
き
だ
し
た
頃
に
は
一

枚
の
画
用
紙
を
あ
ま
す
所
な
く
き
れ
い
に
書
き
つ
く
す
。
そ
の
線

は
お
も
し
ろ
い
幾
何
模
様
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
カ
ラ
ー
エ
ン
ピ
ッ
も
何
度
か
持
た
せ
た
が
、
力
あ

ま
っ
て
す
ぐ
折
れ
長
く
書
け
な
い
。
そ
こ
で
カ
ラ
ー
マ
ジ
ッ
ク
。

ク
レ
パ
ス
。
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
と
や
ら
せ
る
う
ち
、
色
彩
も
あ
ざ

や
か
な
力
強
い
カ
ラ
ー
作
品
が
で
き
あ
が
っ
た
。

自
由
に
え
ら
ば
せ
た
色
だ
け
に
お
も
し
ろ
い
。
長
く
引
い
た
色

少
し
書
い
て
は
投
げ
捨
て
た
色
と
、
色
別
も
は
っ
き
り
う
か
が
え

る
。
こ
れ
が
、
ま
さ
に
現
代
サ
イ
ケ
調
、
前
衛
作
品
だ
。

こ
の
よ
う
に
〃
う
ち
の
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
は
芸
事
的
に
教
え
こ
ん

だ
の
で
は
な
い
。
自
発
的
に
書
き
は
じ
め
た
〃
そ
こ
が
ち
が
う
。

そ
こ
で
一
度
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
〃
ら
く
が
き
展
〃
を
や
っ
て
や
り

た
い
・
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
つ
い
た
私
は
親
バ
カ
だ
っ
た
ろ
う
か
。

い
や
笑
わ
れ
て
も
い
い
。
私
は
三
児
を
ほ
ん
と
う
に
わ
が
子
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
八
王
子
動
物
園
飼
育
係
・
写
真
も
Ｖ

噛
．
溌
鰯露

識
蕊
蕊
識
識

鵬
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蔓柿沼産婦人科人零斗

- 戸

９番地一
造(明治生命南）
- 1 2 3 4 代表

こちは赤ちやんこん（ (ま

茂ちゃん箕 市・尾崎面

房完備☆病院前駐車可能完全看護☆冷

甲
南
一
局

0797）３

ピッザ料理＆スナック

霊園〒芦大

芦屋ガーデン
芦屋市朝日ケ丘芦屋市民病院前
ＴＥＬ（0 7 9 7）3 1 - 1 0 2 5
営業時間Ｐ・Ｍ４：００～Ｐ. Ｍ１１：００

ｒ芦屋
国道芦屋川冒
悉芦屋（

３５１
畳市大耕町１
電停東5 0 米
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輸入家庭電化製品輸入電化製品の
神戸唯一のＧＥ特約店修理も致します

リイチ産業株式会社
宮・トア・ロードＴＥＬ3 ３－８６７３

ｽ 裁なマロw グファン
ワ月１日･ＰＭ３：３０

ＭＥＮ，ＳＳＨＯＰ

若人の服飾 －１霊11~ＡＣ
☆本部／神戸市生田区三宮町１丁目3 2 ／ＴＥＬ3 9 - 0 9 9 1
☆三宮店／神戸三宮センター街／ＴＥＬ3 9 - 0 8 9 5
☆トアロード店／神戸三宮センター街西口／ＴＥＬ3 9 ‐0 8 9 6
☆新開地店／神戸新開地本通／ＴＥＬ5 5 - 7 6 8 8
☆姫路店／姫路・姫路駅デパート２階／ＴＥＬ2 3 - 1 2 6 1 ( 代) < 内線6 0 〉
☆京都店／京都藤井大丸２階／ＴＥＬ2 1 - 8 1 8 1 ( 代）
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と
に
こ
の
傾
向
は
確
か
に
な
っ
て
い

く
。
色
彩
は
ブ
ル
ー
系
統
が
多
い
。
生

地
は
ほ
と
ん
ど
ボ
イ
ル
調
の
よ
う
だ
。

シ
ー
・
ス
ル
ー
・
ル
ッ
ク
が
メ
ン
ズ
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
に
も
本
格
的
に
浸
透
し

て
き
た
ら
し
い
。
シ
ャ
シ
に
糊
を
つ
け

な
い
彼
ら
は
素
肌
の
上
の
柔
ら
か
い
ボ

イ
ル
の
感
触
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
糊
を
つ
け
な
く
て
も
あ
の
美
し
い

衿
元
を
保
て
る
の
は
、
全
く
上
等
の
芯

を
使
っ
て
い
る
か
ら
で
大
い
に
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。
あ
ち
ら
で
は
洗
濯
上
手

で
な
け
れ
ば
、
よ
い
奥
さ
ん
と
は
い
わ

れ
な
い
。
と
い
う
の
は
シ
ャ
シ
は
自
家

洗
濯
な
の
で
す
。
ス
ー
パ
ー
に
い
け
ば

千
五
百
円
か
ら
あ
る
の
に
七
千
円
も
だ

し
て
な
ぜ
オ
ー
ダ
ー
す
る
の
だ
ろ
う
。

オ
ー
ダ
ー
と
既
製
、
専
門
店
と
ス
ー
パ

ー
の
差
は
い
よ
い
よ
大
き
く
な
り
つ
つ

あ
る
。
そ
の
差
は
一
体
何
だ
ろ
う
：
…
．

そ
れ
は
オ
ー
ダ
ー
に
対
す
る
信
頼
の
よ

う
に
思
う
。
そ
の
信
頼
に
応
え
、
満
足

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
オ
ー
ダ
ー
シ
ャ

ッ
専
門
店
は
高
度
な
技
術
と
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
に
対
す
る
鋭
い
感
覚
を
要
求
さ
れ

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
私
が
歩

き
、
こ
の
目
で
見
て
き
た
先
輩
ョ
Ｉ
ロ

ッ
パ
の
オ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ッ
の
良
さ
、
例

え
ば
、
芯
地
や
ボ
タ
ン
等
の
素
材
の
美

晴
し
さ
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
秀
れ
た
技

術
、
本
当
に
必
要
な
と
こ
ろ
に
お
金
と

手
間
を
か
け
る
こ
と
の
大
切
さ
等
を
教

え
ら
れ
、
よ
り
よ
い
オ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ッ

を
〃
．
と
い
う
私
の
仕
事
へ
の
情
熱
を
一

層
深
く
し
ま
し
た
。

午
後
七
時
、
店
々
の
シ
ョ
ー
ウ
イ
ン

ド
ウ
の
扉
が
閉
ま
る
の
を
待
ち
か
ね
て

私
は
カ
メ
ラ
を
向
け
ま
し
た
。
三
月
半

ば
の
パ
リ
は
寒
く
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
置

い
た
指
が
冷
え
切
っ
て
痛
い
。
三
月
五

日
、
私
は
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
の
オ
ー
ダ
ー
シ

ャ
ッ
専
門
店
を
視
察
し
、
オ
ー
ダ
ー
シ

ャ
ッ
の
あ
り
方
と
、
今
秋
来
春
の
シ
ャ

シ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
傾
向
調
査
に
旅
立

っ
た
の
で
す
。

ロ
ン
ド
ン
、
リ
ー
ゼ
ン
ト
通
り
の
シ

ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
の
中
で
輝
い
て
い
る

カ
フ
ス
ボ
タ
ン
を
ほ
し
い
と
い
う
と
、

「
あ
れ
一
つ
し
か
な
い
か
ら
だ
め
だ
」

ウ
イ
ン
ド
ウ
の
中
の
で
よ
い
か
ら
と
い

う
と
、
「
あ
れ
を
取
る
と
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
壊
れ
る
か
ら
売

れ
な
い
」
と
断
わ
ら
れ
ま
し
た
。
シ
ョ

ー
ウ
イ
ン
ド
ウ
の
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
に
そ

の
店
の
品
格
と
セ
ン
ス
が
結
晶
さ
れ
て

い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ョ
－
ロ
ッ

パ
の
シ
ャ
ッ
メ
ー
カ
ー
の
有
名
専
門
店

は
シ
ャ
ッ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
総
合
服
飾
店
の
様
を
呈
し
て
い

ま
す
。
シ
ャ
シ
を
オ
ー
ダ
ー
す
る
と
必

ず
そ
の
シ
ャ
シ
に
は
こ
の
ネ
ク
タ
イ
と

こ
の
靴
が
必
要
だ
、
と
自
信
た
っ
ぶ
り

に
薦
め
る
。
事
実
、
有
名
専
門
店
の
店

員
さ
ん
は
セ
ン
ス
と
い
い
、
物
腰
と
い

い
、
さ
す
が
に
鍛
え
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
自
社
製
品
に
対
し
て
大
き
な
自
信
を

持
っ
て
い
る
の
で
す
。

パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
、
リ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
と
歩
を
移
す
ご

- ; 識蕊蕊識識蕊蕊溌蕪蕊蕊蕊鑑識灘

スイスの生地メーカーにてローマのシャツ店作業場風景
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一
鰯
一
お
し
や
れ
た
い
む

１
５８

１

秋
の
紳
士
シ
ャ
ツ

曲線が美しい大和屋シャツの店内

ウ
イ
ン
ド
ー
に
、
オ
レ
ン
ヂ
、
レ
モ
ン
、
ト
ル
コ
ワ
ー
ズ
、
ホ
ワ

イ
ト
の
コ
ー
ド
ペ
ン
ダ
ン
ト
が
灯
り
を
つ
け
、
甘
美
な
雰
囲
気
を

そ
え
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
も
、
専
門
店
ら
し
く
空
間
を
生

か
し
て
紳
士
シ
ャ
シ
、
シ
ャ
シ
地
、
ネ
ク
タ
イ
な
ど
が
飾
ら
れ
、

し
ゃ
れ
た
し
か
も
風
格
の
あ
る
お
店
づ
く
り
。

主
人
の
長
田
さ
ん
は
「
神
戸
の
方
は
お
し
ゃ
れ
感
覚
が
高
い
の

で
、
お
客
さ
ま
が
こ
こ
へ
お
出
に
な
っ
て
自
分
自
身
の
シ
ャ
シ
を

創
り
だ
す
ア
ト
リ
エ
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
の
で
す
。
流
行
に

左
右
さ
れ
ず
個
人
個
人
が
、
そ
の
個
性
を
出
し
て
着
る
と
い
う
の

が
オ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ッ
の
妙
味
で
す
か
ら
ね
。
も
ち
ろ
ん
私
ど
も
も

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
役
は
い
た
し
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
そ
れ
は
、
ワ

キ
役
で
あ
り
た
い
の
で
す
。

商
売
と
し
て
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
す
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を

売
る
と
い
う
の
で
な
く
、
輸
入
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
を
色
々

あ
つ
め
ま
す
の
で
、
お
客
さ
ま
で
流
行
を
創
り
だ
し
て
い
た
だ
き

た
い
の
で
す
」
と
、
神
戸
の
専
門
店
ら
し
い
ゆ
き
方
で
す
。

さ
て
、
秋
の
シ
ャ
シ
地
の
傾
向
を
う
か
が
い
ま
す
と
、

「
ま
あ
、
シ
ャ
シ
の
こ
と
で
す
か
ら
、
あ
ま
り
変
化
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
ょ
う
が
、
今
ま
で
の
よ
う
に
白
一
辺
倒
と
い
う
の
で
な
く

縞
や
色
も
の
な
ど
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
ね
。
色
は
ブ
ル
ー
、
ベ

ー
ジ
ュ
が
圧
倒
的
で
す
。
輸
入
も
の
で
は
、
ス
イ
ス
製
品
が
総
体

的
に
、
柄
、
色
と
も
に
新
鮮
味
が
あ
り
ま
す
ね
。
旨
８
の
①
の
日
‐

月
冨
社
の
も
の
が
良
い
。
だ
い
た
い
舶
来
地
の
オ
ー
ダ
ー
で
す

と
、
仕
立
て
上
り
が
五
千
円
前
後
で
す
。
英
国
製
品
は
、
伝
統
的

な
縞
柄
の
よ
さ
と
風
合
い
が
素
晴
し
く
、
メ
ー
カ
ー
で
は
自
国
‐

○
○
国
ｚ
画
社
の
も
の
が
良
い
で
す
ね
。
フ
ラ
ン
ス
は
さ
す
が
色
彩

の
国
〃
色
〃
に
特
長
が
あ
り
ま
す
。
シ
ル
エ
ッ
ト
と
し
て
は
、
タ
イ

ト
の
ス
リ
ム
な
ス
タ
イ
ル
に
対
し
て
、
ル
ー
ズ
な
ス
タ
イ
ル
の
傾

向
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
さ
あ
、
ど
こ
ま
で
で
て
き
ま
す
か
ね
」
と

秋
の
シ
ャ
シ
・
ル
ッ
ク
の
傾
向
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

創
業
明
治
九
年
と
い
う
紳
士
シ
ャ
シ
は
じ
め
物
語
の
歴
史
を
持

っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
街
の
「
大
和
屋
シ
ャ
シ
」
が
、
七
月
一
日
、

神
戸
国
際
会
館
一
階
八
国
際
ホ
テ
ル
横
Ｖ
に
国
際
店
を
開
き
ま
し

た
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
店
内
の
イ
ン
テ
リ
ア
は
、
美
し
い
曲
線
と

曲
線
で
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、
マ
ホ
ガ
ー
ー
ー
の
シ
ッ
ク
な
壁
面
、
ア

イ
ボ
リ
ー
の
じ
ゅ
う
た
ん
は
、
渋
い
色
調
。
道
路
に
面
し
た
広
い
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大 和屋シャツ
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藍~ 瀞暫護鎮謹

カスタムシャツのアトリエ・大和屋シャツ国際店の誕生です

●三宮店
戸市生田区三宮町１丁目５４ノ１
宮センター街ＴＥＬ３３－６９５６

営業時間ＡＭ１０：００～ＰＭ８：００

●国際店
神戸市葺合区御幸通８丁目９ノ
神戸国際会館１階ＴＥＬ２５－Ｏ２２
営業時間ＡＭ１０：００～ＰＭ７：００
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）１４０

店一
神 １丁 ＴＴ神戸店一神戸大丸前３３－２１６８

束京店一東急日本橋店| 階2 1 1 - 0 5 1 ｜内線２１９
東急渋谷本店６階４６２－３４３３

店一神 丸 目Ⅲ

本東 橋 店 内線 百 』橋5 孔

本 2－
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閏 爵 腎 園 厨 目 Ｉ 『 ｍ Ｆ （ Ｂ ） ぢ い １ 塁 鵠

斗 惹 刊 昂 Ⅱ 部 目 師 一 斗 皿 望

『 ｍ Ｆ （ Ｓ ｍ ） 出 ｌ 望 局

斗 矧 則 昂 １ 刑 帥 皿 脈 司 、 卦 諏 研 一 扉

斗 惹 刊 昂 Ⅱ 部 目 師 一 斗 皿 望

『 ｍ Ｆ （ Ｓ ｍ ） 出 ｌ 望 局

斗 矧 則 昂 １ 刑 帥 皿 脈 司 、 卦 諏 研 一 扉

「 ｍ 戸 （ Ｓ ） 四 一 Ｉ Ｃ 望 一 丑 諾 竺 、 斗 珊 到 周 Ⅱ 矧 伽 皿 川 飼 針 研 ①「 ｍ 戸 （ Ｓ ） 四 一 Ｉ Ｃ 望 一 丑 諾 竺 、 斗 珊 到 周 Ⅱ 矧 伽 皿 川 飼 針 研 ① 露 （ 滞 琳 ）

陣 細 Ｓ 齢 で 考 昔 献 詠 庁 咋 尋 叫 び陣 細 Ｓ 齢 で 考 昔 献 詠 庁 咋 尋 叫 び

知知r
ロ

D
令

閏 爵 圏 園 昏 ｉ ｒ Ｉ 『 ｍ Ｆ （ Ｂ ） ぢ い Ｉ

也 駕也 駕
○ 八

斗 巽 Ｓ 斗 ｌ 心 ｌ ※

汁 掛 到 へ 器 》 望 ① ｏ ・ Ｓ ｇ 冊 釧 皿 脈 研 、 外 論 い 二 Ｉ Ｃ 、 三 （ 方 ）

尊 可 研

‐ 完 凹 呼 斗 。

口 冊 洲 肝 滞 助 今 岡 ｌ ② お の （ 同 ）
屯

日日

鑓
潮

･萄
一”
..
m型
＝診
､一
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☆世界のＣＯＦＦＥＥ
ＵＥＳＨＩＭＡＣＯＦＦＥＥ

ｕＣＣ
コワー造一

ｕＣＣ上島伽排
神戸駅前ＴＥ

を飲もう／ グァテマラのコーヒー農園

C ＯＭＰＡＮＹ

本社直営 ｕＣ上島コーヒーショップ
■３４－３６０６～９ さんちかメンズタウンＴＥＬ３９－５６７７
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＊ジョリ＊ジョリ

宙

＊東京・港区南青山４の

. ＊神戸・三宮・大丸前・市電筋浜側
ＴＥＬ３９－４９９２

或
は
男
性
っ
ぽ
く
、
或
は
女
性
ら
し
く
花
や
か
で
、

可
憐
で
、
毎
年
同
じ
ホ
テ
ル
に
泊
？
て
も
、
又
違
う

部
屋
に
通
さ
れ
る
楽
し
み
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
す
．

ア
メ
リ
カ
式
の
す
っ
き
り
し
た
機
能
的
な
ホ
テ
ル

に
く
ら
べ
て
、
清
潔
感
は
少
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
物
を
大
切
に
す
る
暖
か
な
心
遣
い
が
偲
ば
れ
る

の
で
す
。

こ
の
頃
の
様
に
常
に
新
し
い
物
を
造
り
出
し
、
ど
ん

ど
ん
使
い
捨
て
て
行
く
世
の
中
で
、
今
に
愛
着
を
残

す
物
は
、
殆
ど
作
り
出
さ
れ
て
行
か
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
え
る
の
で
す
。

新
し
い
物
の
よ
さ
は
無
駄
の
な
い
合
理
性
、
で
も

十
年
た
っ
て
み
て
、
何
の
値
打
も
な
い
も
の
よ
り
、

相
変
ら
ず
美
し
さ
を
誇
る
も
の
が
あ
る
の
な
ら
、

や
は
り
そ
う
い
う
物
は
残
し
て
お
き
た
い
。

流
行
に
た
づ
さ
わ
る
仕
事
を
し
て
い
な
が
ら
、
古

い
も
の
へ
の
あ
こ
が
れ
と
、
本
物
を
探
し
求
め
て
、

明
日
も
ま
た
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
こ
の
こ
と
や
出
か
け

て
行
く
私
で
す
。

ジ
ョ
リ
ヵ
セ
ッ
ト
店
主

杉
田
み
ど
り

高級お仕立て・プレタポルテ
舶来生地･ アクセサリー･ 雑貨
高級お仕立て・プレタポルテ
舶来生地･ アクセサリー･ 雑貨 ＊東京・銀座西７丁目コリドー街

ＴＥＬ５７３－３０４１－３

ﾉゥ ー

☆
古
い
も
の
と
新
し
い
も
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ホ
テ
ル
に
泊
る
と
、
時
と
し
て
、

非
常
に
古
い
彫
刻
の
あ
る
ベ
ッ
ド
が
あ
っ
た
り
、
廊

下
に
古
め
か
し
い
飾
り
戸
棚
が
置
い
て
あ
っ
た
り
、

各
部
屋
毎
に
装
い
が
違
っ
て
、
カ
ー
テ
ン
の
色
か
ら

ベ
ッ
ド
カ
バ
ー
も
、
そ
の
部
屋
の
確
紙
に
合
せ
て
、

ＴＥＬ４０１‐０４７１
＊横浜・横j 兵駅東口スカイビル２階

ＴＥＬ４４１１２２１内線３３２

第二セントラルマンション
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